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	スライド番号 1
	　東京大学医科学研究所附属病院の専門医研修案内を手にとって頂き、ありがとうございます。��　当院は日本で唯一の“研究所に設置された病院”です。当院に通われている患者さんの多くは“難病”とされる病気をお持ちです。こうした患者さんのために病態の解析・治療薬の開発を行うことが研究所のミッションです。その成果を患者さんにお返しすることを目指して研究所では日夜研究が行われています。��　こうした目的を実現するには、病院に来られる一人一人の患者さんを丁寧に診察することが何より大切と私たちは考えています。当院ではそうした姿勢を皆さんに身に着けて頂くように配慮しています。�　また、研究所での研究がすぐそばにある当院での研修はこれから専門領域に進まれる方にとって大きな糧となるものと確信しております。��　これからの医学・医療を担う皆さんをお待ちしています。
	スライド番号 3
	東京大学医科学研究所附属病院での内科専門医研修は、感染免疫内科,�血液腫瘍内科, アレルギー免疫科, 腫瘍・総合内科の4科で行われ、下記基幹病院の連携病院として、それぞれ特色のある研修を行っております。�詳細は各診療科の研修案内と、下記HPをご参照ください。��内科臨床研修案内; https://intimsut.jp/　��【連携基幹施設】�東京大学医学部附属病院・都立駒込病院・都立墨東病院・都立多摩総合医療センター・日本赤十字社医療センター・NTT東日本関東病院・東京都済生会中央病院・地域医療機能推進機構東京山手メディカルセンター・地域医療機能推進機構東京高輪病院・公立学校共済組合関東中央病院・公立昭和病院・東京逓信病院・東京警察病院・関東労災病院・済生会横浜市東部病院・けいゆう病院・諏訪赤十字病院��
	　感染免疫内科はさまざまな感染症の診療を行います。海外渡航後の発熱、性感染症、ウイルス肝炎の診療、HIV感染症の診療、その他感染症全般(新型コロナウイルス感染症を含む）の診療にあたっています。また、渡航外来も当科で診療に当たっております。�　　当科は、東京大学医科学研究所に併設されている先端医療研究センター、感染症国際研究センターとの密接な連携のもと患者さんに最新かつ最善の治療を行うこと、患者さんと同じ目線に立つことをモットーにしております。
	当院の血液腫瘍内科は日本血液学会研修施設として高度な血液診療を研修することができるのみならず、研究所附施設として研究室の活動にも触れる機会を持つことで、最新のエビデンスを熟知し実行できる医師から、明日のエビデンスを作ることの出来る医師を養成することを目指しています。�東京都内では規模が大きな血液内科とはいえませんが、個々の患者に最高の医療を提供するために努力する指導者がおり、そのための設備がそろっている当施設は、充実した研修をおこなうのに最適な環境であるといえます。�随時見学も受け付けていますので、興味のある先生はお気軽に連絡をしてください。���
	腫瘍・総合内科は、これまでの総合診療科を引き継ぎ、�2021年7月に新設されました。これまで以上に、固形がんの診療に注力しています。��まずは、腫瘍内科領域の研修についてご説明いたします。�　本邦では、国民の2人に1人が「がん」に罹患し、3人に1人が「がん」で死亡するなど、「がん」は最も重要な疾患の1つであると認識されています。これは、周術期補助化学療法を含めますと、国民の3人に1人以上が一生に一度は抗がん剤治療を受けられることを意味しており、抗がん剤治療を専門とする腫瘍内科はニーズの高い領域といえます。研修医の先生方が将来的にどのような分野に進まれても、がん患者と接する機会は多く、腫瘍内科的な考え方や基本的な診療を学ばれることをお勧めいたします。
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	　外科では、主に大腸癌、胃癌など消化管疾患を対象とした手術治療を行っています。積極的に低侵襲手術に取り組んでおり、患者さんのＱＯＬを考慮して、腹腔鏡手術や機能温存手術を行っています。　直腸癌に対してはロボット支援下手術も実施しています。最新のERAS（術後回復能促進プログラム）に基づいた周術期管理を行い、チーム医療で確実・安全な手術を目指しています。�　専門研修医は、主治医として積極的に臨床研修を行うとともに、上級医の指導の下、論文執筆や学会活動も積極的に行います。手術に関しては、虫垂炎やヘルニア、胆石症などの一般外科手術に加え、大腸癌、胃癌などの専門的な手術まで学ぶことができます。　特に腹腔鏡手術に関しては、日本内視鏡外科学会技術認定医が手術の指導を行いますので、精度の高い手術手技を学ぶことができます。　�内視鏡検査の手技も習得可能です。�　専門研修は東大外科専門研修プログラムの連携施設として行います。専門研修後でも更なる専門性を高めたい若手医師も歓迎します。見学等は随時受け付けています。�
	脳腫瘍外科では、さまざまな脳腫瘍を対象とした診療を行っています。特に、神経膠腫（グリオーマ）は、手術と標準治療では治癒が困難であることから、科学的根拠と先進的研究に基づき、高いQOL（生活の質）の維持および疾患の完治を目指した先端医療と、「標準＋非標準」治療を実践し、放射線治療や化学療法にさまざまな工夫を凝らしています。
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	 　泌尿器科は2020年7月に開設した新しい診療科です。前立腺癌や腎癌などのロボット手術を行うことが主体とはなっておりますが、それ以外にも腎癌・腎盂癌の腹腔鏡手術、膀胱癌・前立腺肥大症に対するTUR-BtやTUR-P、尿路結石に対するレーザーによる砕石術、精巣腫瘍や陰嚢水腫などの小手術や膀胱瘻造設や尿管ステント留置などの緊急手術など一般泌尿器科を網羅しております。少人数の科であるため、泌尿器科レジデントが習得すべき手術は全て術者として担当でき、自立して手術ができるよう指導を行います。�　また地方会や総会で演者として発表を行ったり、英文で論文を書くようきめ細やかな指導を行います。�　少人数でアットホームな雰囲気で臨床を学ぶことができます。　　
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